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本年度の主要な研究実績は以下のとおりである.

1.14,15年度に引き続き,金沢,大阪,名古屋において高機能広汎性発達障害をもつ子ども10ケースを対象にして,保護者・教師との会話資料を収集し,不適切な言語行為,会話の原則の違反,談
話管理の困難,推論伝達の失敗など,語用障害による会話の崩壊部分を抽出し,分類した.

2.異文化比較の視点から研究をすすめるため,台湾において同様な資料を収集した.

3.上記資料に基づき,語用障害のタイプと崩壊機構を特定し,その修復のために用いられた補償戦略とその効果について検討した.

4.これらの資料と結果は,高機能広汎性発達障害児へのインターベンション技法として意義あるものと考えられた.

5.また,これらの資料と結果は,大人の語用障害においても,その補償を促す可能性があることが示唆された.

6.以上の研究成果は,日本コミュニケーション学会(2004.5,松山)および日本特殊教育学会(2004.9,東京)で発表した.
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